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1. 電 力 使 用 量 削 減 の 必 要 性  

（ １ ） 上 下 水 道 施 設 の 電 力 使 用 量  

① 水 道 普 及 率 が 向 上 し た た め 、 取 水 ・ 導 水 や 送 水 ・ 配

水 施 設 に お け る ポ ン プ 動 力 （ 渦 巻 き ・ タ ー ビ ン ・ 斜

流 ・ 軸 流 ポ ン プ ） 等 の 高 性 能 機 器 を 導 入 す る 。  

② 下 水 道 整 備 の 進 展 に 伴 い 下 水 処 理 量 が 増 す た め 、 水

処 理 （ 沈 砂 池 ・ 反 応 タ ン ク ） や 汚 泥 処 理 （ 濃 縮 槽 ・ 消

化 タ ン ク ） 等 の 機 械 設 備 の 運 転 効 率 化 が 必 要 で あ る 。  

（ ２ ） 揚 排 水 機 能 や 処 理 機 能 の 増 加  

 集 中 豪 雨 に よ る 洪 水 や 、 合 流 式 下 水 道 の 未 処 理 下 水

の 流 出 に よ る 水 質 汚 濁 が 発 生 す る た め 、 ポ ン プ 場 で の

揚 排 水 機 能 及 び 処 理 場 で の 処 理 機 器 の 電 力 使 用 量 の 増

加 を 抑 制 し な け れ ば な ら な い 。  

（ ３ ） 高 度 処 理 に よ る 電 力 使 用 量  

 都 市 化 に よ り 処 理 水 が 河 川 に 放 流 さ れ 、 生 活 排 水 や

工 場 排 水 の 窒 素 、 リ ン を 含 ん だ 水 質 汚 濁 や 湖 沼 の 富 栄

養 化 に よ っ て 汚 染 さ れ て い る 。 二 次 処 理 で は 水 質 基 準

に 達 成 で き な い た め 、 膜 処 理 ＋ 高 度 処 理 に よ り 水 質 の

改 善 を 行 わ ね ば な ら な い 。  

２ ． 技 術 的 対 策 に つ い て の ハ ー ド 面  

２ － １ 上 水 道  

（ １ ） 位 置 エ ネ ル ギ ー に よ る 自 然 流 下 方 式  

 送 ・ 配 水 施 設 間 の 地 形 に よ る 高 低 差 を 利 用 し た 位 置

エ ネ ル ギ ー に よ り 、 自 然 流 下 方 式 の 水 車 発 電 機 の 設 置

を 行 う 。  

必須科目 

Ⅱ―１ 次に示す図を参考にして、上下水道事業における電力使用

の現状と課題を整理し、電力使用量削減の必要性について述べよ。

また、電力使用量の削減に向けて、上水道及び下水道がそれぞれ取

り組むべき技術的対策について、ハード面、ソフト面に分けて述べ

よ。 
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（ ２ ） イ ン バ ー タ 制 御 に よ る 最 適 運 転  

 水 量 に よ り ポ ン プ の イ ン バ ー タ に よ る 回 転 速 度 制 御

装 置 の 設 置 に よ り 電 力 の 削 減 を 行 う 。  

２ － ２ 下 水 道  

（ １ ） 反 応 タ ン ク に 高 性 能 設 備 機 器 の 導 入  

 反 応 タ ン ク に 超 微 細 気 泡 散 気 装 置 の 導 入 に よ る 圧 力

損 失 の 低 減 に よ り 電 力 の 削 減 を 行 う 。  

（ ２ ） 高 度 処 理 の 低 コ ス ト 化 に よ る 電 力 の 削 減  

 下 水 処 理 水 を 高 度 処 理 に よ る 膜 分 離 活 性 汚 泥 法 の 設

置 に よ り 低 コ ス ト を 活 用 す る 。  

（ ３ ） 太 陽 熱 発 電 機 器 の 設 置  

 処 理 場 敷 地 内 の 沈 澱 池 及 び 反 応 タ ン ク の 上 部 に 太 陽

熱 発 電 用 パ ネ ル の 設 置 に よ り 電 力 の 供 給 を 行 う 。  

３ ． 技 術 的 対 策 に つ い て の ソ フ ト 面  

３ － １ ． 上 水 道  

（ １ ） 送 ・ 配 水 ポ ン プ 施 設 の 節 電  

 送 ・ 配 水 施 設 の 水 運 用 を 見 直 す た め に 、 適 正 水 量

（ 水 量 減 少 ） に よ る ポ ン プ 容 量 、 動 力 、 台 数 の 調 整 及

び ポ ン プ の 負 荷 起 動 頻 度 の 抑 制 に よ り 節 電 を 行 う 。  

（ ２ ） 省 エ ネ ル ギ ー 対 策  

 過 去 の 水 需 要 量 、 天 候 、 曜 日 、 気 温 な ど か ら 一 日 の

需 要 量 を 予 測 し 計 画 的 に 調 整 ・ 制 御 し て 送 水 す る こ と

で 、 水 道 施 設 の 電 力 の 使 用 量 増 大 を 電 力 料 金 の 安 価 な

夜 間 電 力 の 利 用 を 行 う 。  

（ ３ ） 給 水 区 域 の 集 約 化  
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 小 規 模 給 水 区 域 の 集 約 化 や 送 ・ 配 水 施 設 の 配 水 区 域

の 見 直 し を 行 う た め 、 バ ル ブ の 切 り 替 え に よ り 配 水 区

間 の 縮 小 を 行 っ て 給 水 人 口 当 た り の 電 力 使 用 量 を 削 減

す る 。  

 ３ － ２ ． 下 水 道  

（ １ ） 水 処 理 施 設 の 電 力 の 省 エ ネ ル ギ ー 対 策  

① 沈 殿 池 に お け る 汚 泥 掻 き 寄 せ 機 の 間 欠 運 転 及 び 汚 泥

引 き 抜 き ポ ン プ の タ イ マ ー 運 転 を 行 う 。  

② 反 応 タ ン ク の 水 量 ・ 水 質 に よ り ブ ロ ア ー の 台 数 制 御

及 び 溶 存 酸 素 制 御 を 行 う 。  

③ ス ク リ ー ン 、 沈 砂 掻 き 上 げ 機 、 消 泡 設 備 等 の 機 械 運

転 を 必 要 最 小 限 度 に と ど め る 。  

（ ２ ） 照 明 機 器 の 節 電  

 大 規 模 な 処 理 場 で は 照 明 器 具 の 設 置 数 も 多 い の で 、

屋 外 及 び 屋 内 の 照 明 ラ ン プ を 可 能 な 限 り 間 引 き を す る 。

消 灯 の 励 行 を 行 う 、 タ イ マ ー 制 御 に よ っ て 照 明 の 必 要

限 度 内 に 抑 え る こ と に よ り 、 消 灯 に よ る 電 力 の 節 減 を

行 う 。  

（ ３ ） 揚 水 ポ ン プ の 高 水 位 運 転  

 揚 水 ポ ン プ は 実 揚 程 が 小 さ い ほ ど ポ ン プ 効 率 が 向 上

す る 。 こ の た め ポ ン プ ま す の 水 位 を 極 力 、 高 水 位 に 保

っ て 水 量 調 整 を 計 算 す る こ と に よ り 、 単 位 揚 水 量 当 り

の 消 費 電 力 量 を 削 減 を 行 う 。  

 

 


